
リスクマネジメント

リスクマネジメント態勢の概要

　当社グループは、事業等のリスクについて、投資家の判断

に重要な影響を及ぼす可能性のある主なものを「1. 統合リ

スク管理」に記載している枠組みで総合的に管理し、リスクの

概要やリスクに対する主な取り組み等の具体的な内容につ

いては「2. 統合リスク管理の枠組みで管理している重要なリ

スク」に記載しています。当社グループでは、このようなリスク

に対する適切な管理態勢を構築し、リスク顕在化の未然防止

と発生時の影響の極小化に努めています。

　考えられるリスク要因を管理対象として、各リスクの所管

部門が外部環境の変化等による課題を把握し、定期的にこ

れらのリスクに対する対策を検討のうえ、業務執行の統制を

行うための協議決定機関である経営会議に遅滞なく報告す

る管理態勢としています。具体的には、経営全般に係るリス

クを総合的かつ体系的に管理するリスク管理委員会を四半

期ごと、および必要に応じて開催し、リスク状況の報告・対応

方針の審議等を行っているほか、個別リスクの課題と対策は

ALM（資産・負債の総合管理）委員会・コンプライアンス委員

会・J-SOXに関わる情報開示委員会等で議論を行っていま

す。また、各委員会における重要事項は、取締役会に報告し、

審議しています。

統合リスク管理

　当社グループでは、経営の健全性維持と収益性向上を両

立させることで持続的な成長を図るため、「統合リスク管理」

の枠組みを組み込んだ事業運営を行っています。「統合リス

ク管理」の枠組みで管理している重要なリスクには、信用リス

ク、アセットリスク、投資リスク、市場リスク、流動性リスク、オ

ペレーショナルリスクがあり、連結ベースでリスク管理を行っ

ています。具体的には、アセットやビジネスの特性に応じた評

価手法により各リスクを定量化したうえで、当社のリスク資

本管理方針に基づきそれぞれのリスクカテゴリーにリスク資

本を配賦し、リスク許容度の範囲内で合理的にリスクをとる

態勢としています。

　こうしたリスク管理の枠組みのなかで、定期的にリスク資

本の使用状況や各種ポートフォリオの状況についてモニタリ

ングを行い、リスク管理委員会、経営会議および取締役会に

報告され、審議することで、適切に対応するとともに、社内に

おけるリスクに関するコミュニケーションの充実を図ってい

ます。リスク管理態勢や管理の状況は、取締役会が把握し、監

督する態勢としています。

統合リスク管理の枠組みで管理している
重要なリスク

　当社グループは、グローバルに事業活動を行っており、取

引先の事業に必要な設備投資やサービスをリース等により

提供しています。リース取引等のために保有するアセットは、

事務機器や生産設備といった一般的な動産のほか、航空機

などの特定の産業で使用されるアセットまで多様化してい

ます。国内外の景気の減速・後退にともない、取引先の事業

環境等が悪化し設備投資需要が大幅に減少した場合、リー

ス取引の減少等により、当社グループの経営成績および財

政状態に影響を及ぼす可能性があります。また、内部プロセ

ス・人・システムが不適切であること、もしくは機能しないこ

と、または外生的事象が生起することから生じる損失によっ

ても、当社グループの経営成績および財政状態に影響を及

ぼす可能性があります。

　これら想定されるリスクを対象として、当社グループでは

「統合リスク管理」で記載した枠組みで重要なリスクを管理

しています。

その他の重要なリスク

　当社グループでは、統合リスク管理の枠組みで管理してい

るリスクとあわせて、以下のような重要なリスクについても認

識しています。こうしたリスクは、各リスクの特性や状況に応

じて、統合リスク管理の枠組みで管理している各リスク項目へ

の影響や複数のリスク項目に跨る複合的な影響を分析すると

ともに、当社グループとしての対応を検討、必要に応じて対応

方針を策定するほか、状況に応じてシナリオ分析などを実施

して、リスク耐久力に対する多面的な検証を行っています。

1. 事業基盤拡大・戦略的提携・M&A等に関するリスク

2. 世界的な感染症リスク

3. 気候変動リスク

4. 人権侵害リスク

5. ビジネス領域の拡大にともなうリスク

6. 競争の激化

7. 人材確保に関するリスク

8. 労務・雇用管理に関するリスク

ストレステスト

　経営戦略の遂行にあたっては、景気悪化や市場変動、各種

市況の悪化など、当社グループのビジネスに影響を及ぼすと

考えられるさまざまなリスク事象について、ストレス時の影

響度を把握するようにしています。具体的には、世界経済が

悪化するシナリオに加え、事業分野ごとに市況変動やクレ

ジットの悪化、大口集中リスクの顕在化など、強いストレスを

想定した複数のシナリオを設定し、ストレス状況下におい

て、期間損益や自己資本にどの程度の影響が生じる可能性

があるのか、分析・検証を行っています。

　こうした多面的な検証により、経営計画において、リスク

選好に無理は生じていないか、リスクの耐久力の確認を行っ

ています。
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詳細はウェブサイトをご覧ください。

https://www.mitsubishi-hc-capital.com/sustainability/governance/
risk_management.html
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